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概要

4床室には室内にトイレを設置していない。自力歩行の可能な患者が、夜間トイレに行き、トイ

レの入口でふらつき、スライドドアに手をついたところ、その勢いでドアが開き指を挟んでし

まった。自分で指を抜けず無理に引き抜いたところ、指を骨折してしまった。

要因

スライドドアに指が挟み込まれるというリスクの存在が共有されていなかった。

対策

職員に医療安全情報による注意喚起を促した。

物的環境に関連するインシデント・アクシデント事例

2018−

夜間トイレに1人で歩いていった。トイレのドアを開けるとき、ふらついたので左手をドアにつき体を支えようとしたが、同時にハンドルを掴んでいた右手に 体

重がかかったためスライドしてしまい、指が引き込まれてしまった。ドアを押しながら、挿まれた指を無理やり引き抜いた。 A＝天釣りタイプのスライドドア。広

い方の隙間は約１ｃｍ、狭い方の隙間で約７ｍｍです。B＝体を起こすといつもめまいがしていた。トイレのドアを開けようとした時、ふらついた。メーカーの回

答は、有効な手段はないと回答有り。再発防止策として、医療安全情報を作成し、職員へ注意喚起した。 今回の事故は指2本が骨折


